
鉄鋼商社 月以降の新型コロナウイルス対策
（※「ＷＥＢ産業新聞」にも掲載）

ンワルタメ

勤務体制
・本社・国内拠点における、在宅勤務を

・事業・業務の推進のため出社が必要な
社員・派遣社員は、所属長の判断で出
社を認める。

出退勤時の注意事項

出社する場合は、感染防止を最優先とす
る観点から、以下の点に十分留意する。
・出社の際はラッシュアワー／満員電車
を避けることを徹底する。

・フレックスタイムも柔軟に活用する。
・ローテーション制やシフト制など、出
社人員がなるべく固定化しないような
配慮を行う。

社内就労時の注意事項

感染防止を最優先とする観点から、以下
の点に十分留意する。
・オフィスにおいてはマスクを着用する。
・執務エリアでの座席間隔の確保や執務
エリア外での移動制限など感染拡大防
止に向けた配慮を行う。

・エレベーター等での混雑を回避するた
め、出社・休憩時間帯を分散する等の
配慮を行う。

・社内外会議は、オンライン開催を原則
とする。重要度・必要性を十分に勘案
した上で対面での会議を開催する場合
は、「密閉」「密集」「密接」を避け、マス
クの着用や手洗い、消毒等の衛生管理
等の感染予防策を徹底する。

対象 本社・国内拠点に勤務する全社員及び派

各種対策

・社外参加者を含む大規模な会議・会合
・研修・イベント等の開催・参加を自
粛する。

・不急の会食は見合わせる。
・国内出張：不急の国内出張を見合わせる
（※）。
・海外出張：日本への出張を含む全ての海
外出張（含む海外間）を見合わせる（※）。

※今後の政府・自治体方針等を踏まえ、
国内外の出張制限は順次緩和していく
可能性がある。

海外駐在員について

各国の政府方針や状況を踏まえ、在宅勤
務や駐在員・帯同家族の一時帰国等の対
応を行い、必要に応じて本社から指示し
一時帰国させている。
感染拡大防止の観点から、全ての海外か

当該期間は出社しないものとしている。

働き方の見直し
テレワークの推進やITツールの活用等、
従来から取り組んでいる「働き方改革」
への取組みを促進・強化する。

ＷＥＢ会議などＩＣＴツールの活用 社内外会議は、WEB会議ツールを活用し、
オンライン開催とすることを原則とする。

万㌧）、 年におけるビジネスへのマイナス影響は
不可避。

短期的にも予測は難しいが、鉄鋼需要の

イナス影響は不可避。


